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◼ 本日の内容は私自身が以下のOCIチュートリアルをトレースしたときに、
ひっかかったところや、ポイントだと思うところをまとめた内容となっております。

◼ OCIチュートリアルに敬意と感謝を込めてご報告いたします。

はじめに

https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/cloud-native/devops-for-commons/

https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/cloud-native/devops-for-beginners-oke/

（出典）OCIチュートリアル
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DevOpsとは

● ビルドとデプロイメントを自動化して、スピードと信頼性を実現

⚫ アプリケーション開発の一連の流れを自動化し、開発の速度と信頼性を向上させます

⚫ アプリケーションのデプロイメントにおいてエラーが発生しやすい手動による手作業が排除され、
運用の信頼性が向上します

◼ DevOpsのメリット

◼ そもそも

⚫ 開発 (Development) と運用 (Operations) を組み合わせた造語であり、開発担当者と運用担当者が
連携して協力する開発手法（両担当者の境目もあいまいにするという意味もあるのではないかと思っています）

⚫ アプリケーションを迅速にビルドおよびテストする文化と環境を再定義することにより、
確実なリリースを以前よりも迅速に高い頻度で可能とする（組織体制の再構築をも目指していると思っています）

CI

CD



CI／CD：まず「CI」

● CI：Continuous Integration：継続的インテグレーション

◼ アプリケーション開発に必要となるビルド、テスト、成果物（アーティファクト）の保管管理という
一連の工程を自動化した上で、継続的に行われる状態にすること

◼ ソースコードの更新を契機にアプリケーションビルド、アプリケーションテスト、
コンテナイメージビルド、コンテナイメージレジストリへの格納

具体的に

◼ CI環境を整備することで、バグの発見の迅速化による品質向上、検証時間の短縮による
開発スピード向上、開発者が開発に集中できる環境でより良い開発サイクルを実現

その効果



CI／CD：次に「CD」

● CI：Continuous Delivery：継続的インテグレーション

◼ CI（継続的インテグレーション）によって生み出された成果物（アーティファクト）を、
アプリケーション稼働環境へ自動的に配置すること

◼ CIでコンテナレジストリに格納したコンテナイメージをKubernetesクラスタへ反映

具体的に

◼ CD環境を整備することで、アプリケーションのデプロイメントにおいてエラーが発生しやすい手動による
手作業が排除され、、高頻度、安定かつ安全にアプリケーションのリリースを実現

その効果



CI／CDの概要

● CI／CDが実現できることと、それにより得られる効果の再考

◼ アプリケーション開発の各工程が自動化されたパイプラインがあることにより
開発者はロジック開発に集中できるため開発効率が向上する

◼ アプリケーションの修正／改修事案が多く発生したり、アジャイル開発による高頻度のリリース作業が
必要になった際にも自動的にデプロイできる仕組みがあることにより、リリース作業はミス無く実施できる

◼ 早く正確にサービスを高頻度にUpdateして提供できることにより、
エンドユーザ様の満足度、企業競争力向上や収益の向上を実現できる

その効果



CI／CDの導入

● CI／CDは実際にどのように実現するか

◼ CI／CDを実現するための技術（ツール）を選定をどのようにするか
◼ CI／CD環境を構築して、実際の運用に乗せるまでどのように試行錯誤していくか
◼ 開発環境整備のためコストはかけられない（低コストで実現しないといけない）
◼ 作り上げたCI／CD環境をどのように運用維持管理していくか

◼ 包括的かつ、コストコンシャスなトータルソリューションが必要とされている



求められるDevOpsソリューション

● CI／CD実現に向けた要素

⚫ ソースコード管理
⚫ ビルド
⚫ テスト
⚫ アーティファクトの格納

⚫ アーティファクトに
合わせた管理

CI

アーティファクト管理

⚫ 各環境への
アーティファクトの
デプロイ
（カナリヤリリースなど複数の
デプロイ手法をサポート）

CD

⚫ コンピュート
⚫ コンテナ
⚫ Functions
（サーバレス環境）

リリース環境

OCI
DevOps

サービスとしての価格は無料
(*コード・リポジトリのストレージ、

及びビルドのためのコンピュートは別途必要)
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リリース環境

システム構成概要図

● OCIのみでDevOpsのトータルソリューションが提供されています

開発者

OCI DevOpsサービス（プロジェクト単位で作成可能）

Build Pipeline：CI

コンテナイメージ
のBuild

生成された
アーティファクト
の配信（格納）

デプロイメント
パイプラインへの
起動トリガ

Deployment Pipeline：CD

OKEにデプロイ
（Kubernetesクラスタに
マニュフェストを適用）

OCI Artifact Repositories

Container
Registry

Artifact
Registry

Container Engine

for Kubernetes

Code
Repository

CI/CD起動
トリガー発行

Virtual
Machines

Noificationsによるメール連絡

Webブラウザでアプリケーション確認

ソースコード修正
の上GitPush

Start

Goal

Service

ソース
コード

ｺﾝﾃﾅ
ｲﾒｰｼﾞ

ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ



実際の動作：ソースコード修正の上GitPushしたあとおきる事

● CI：Build Pipelineの動き

（出典）OCI管理コンソール



● CD：Deployment Pipelineの動き

実際の動作：ソースコード修正の上GitPushしたあとおきる事

（出典）OCI管理コンソール（出典）OCIチュートリアル
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開発者

OCI DevOpsサービス（プロジェクト単位で作成可能）

Noificationsによるメール連絡

ソースコード修正
の上GitPush
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⚫ 1.OCI Notifications セットアップ

⚫ 2.動的グループ/ポリシーセットアップ

⚫ 3.プロジェクトの作成
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事前準備：動的グループ/ポリシー セットアップ

● シェルではなくGUIでの設定方法を共有

⚫ 動的グループから設定していく

（出典）OCI管理コンソール



事前準備：動的グループ/ポリシー セットアップ

● シェルではなくGUIでの設定方法を共有

⚫ コンパートメントIDを記載

⚫ コンパートメントIDで生成されたすべての
resource.type = ‘devopsrepository’,
,‘devopsbuildpipeline’‘devopsdeploypipeline
’を動的グループに設定

（出典）OCI管理コンソール



事前準備：動的グループ/ポリシー セットアップ

● シェルではなくGUIでの設定方法を共有

⚫ コンパートメントIDを記載

⚫ 手動エディタにて先ほどの動的グループ
に対して

⚫ devops-familyとall-artifactsにmanage権
限を付与

⚫ ons-topicsはuse権限を付与
⚫ cluster-familyにはmanage権限を付与

（出典）OCI管理コンソール
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⚫ 事前準備
1. OKE セットアップ
2. 認証トークンセットアップ
3. サンプルアプリケーション取得

⚫ OCI DevOps 環境構築
1. 環境の設定
2. コード・リポジトリ
3. アーティファクト
4. デプロイメント・パイプライン
5. ビルド・パイプライン
6. トリガー
7. パイプラインの実行
8. デプロイの確認
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OCI DevOps 環境構築：環境の設定

● OCI DevOpsプロジェクトの構築を開始

⚫ DevOpsプロジェクトを選択

（出典）OCI管理コンソール
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OCI DevOps 環境構築：環境の設定

● OCI DevOpsプロジェクトの構築を開始

⚫ 環境の作成を選択

（出典）OCI管理コンソール



OCI DevOps 環境構築：環境の設定

● OKE clusterを設定

⚫ リリース環境には、OKE、Functions、
コンピュートを設定することが可能

（出典）OCI管理コンソール
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OCI DevOps 環境構築：デプロイメント・パイプライン

● 設定順序がポイント

⚫ CIより先にCDから作成します
⚫ （理由は後述）

（出典）OCI管理コンソール



OCI DevOps 環境構築：デプロイメント・パイプライン

● 多彩なデプロイ戦略を実装可能

（出典）OCI管理コンソール



OCI DevOps 環境構築：デプロイメント・パイプライン

● Deploy.yamlは各自の環境に合わせて調整

apiVersion: apps/v1 
kind: Deployment 
metadata:
name: devops-handson

spec:
selector: 
matchLabels:
app: devops-handson

replicas: 3 
template: 
metadata:
labels:
app: devops-handson

spec:
containers:
- name: devops-handson
image: iad.ocir.io/<your-object-storage-namespace>/devops-

handson:${BUILDRUN_HASH}
ports:
- containerPort: 80 

imagePullSecrets:
- name: XXXXsecret

---
apiVersion: v1
kind: Service
metadata:
name: frontend

spec:
type: LoadBalancer
ports:
- port: 80
targetPort: 80
protocol: TCP

selector:
app: devops-handson

⚫ Secretを追加した例
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OCI DevOps 環境構築：ビルド・パイプライン

● GUIに沿って設定をしていく

（出典）OCI管理コンソール

⚫ 事前に設定済のデプロイメント・パイプラ
イン名を設定する必要がある



OCI DevOps 環境構築：ビルド・パイプライン

● 事前に設定済のデプロイメント・パイプライン名を設定する

（出典）OCI管理コンソール

⚫ 事前に設定済のデプロイメント・パイプラ
イン名を設定する必要がある



OCI DevOps 環境構築：ビルド・パイプライン

● 完成したビルド・パイプライン

（出典）OCI管理コンソール
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● 完成したOCI DevOps プロジェクト

（出典）OCI管理コンソール

OCI DevOps プロジェクト



● 完成したOCI DevOps プロジェクト

（出典）OCI管理コンソール

OCI DevOps プロジェクト



実際の動作：ソースコード修正の上GitPushしたあとおきる事

● CI：Build Pipelineの動き

（出典）OCI管理コンソール



● CD：Deployment Pipelineの動き

実際の動作：ソースコード修正の上GitPushしたあとおきる事

（出典）OCI管理コンソール（出典）OCIチュートリアル
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リリース環境

できなかった事
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Deployment Pipeline：CD

OKEにデプロイ
（開発環境）

Integration
Testの
自動実行

承認行為 OKEにデプロイ
（本番環境）



まとめ

◼ 本日の内容は私自身がOCIチュートリアルをトレースしたときに、
ひっかかったところや、ポイントだと思うところをまとめてお話しました。

◼ DecOps（CI/CD）は純粋なインフラエンジニアからすると
一歩背伸びすることが求められる領域かと思います。

◼ こういった各自の一歩一歩の背伸びを共有しあえる場に
OCIjpがなれたらいいなぁと思っています。

◼ 最後に、OCIチュートリアルに敬意と感謝を込めてご報告いたします。

◼ ご清聴ありがとうございました。

.yamlなど



参考資料

◼ OCIチュートリアル

https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/cloud-native/devops-for-commons/

https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/cloud-native/devops-for-beginners-oke/

（出典）OCIチュートリアル



OCIの有用な技術情報のありか
◼ OCIチュートリアル ◼ OCI活用事例集

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/

◼ Oracle LiveLabs
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home

◼ Oracle Cloudウェビナー

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home


ユーザグループ「OCIjp」
https://fullenergy-oci.connpass.com/

◼ 座談会・LTにお気軽に
ご参加下さい！！

◼ お待ちしております。

◼ これからも継続参加を
お願い致します。

◼ パブリック・クラウド
を盛り上げていくのは
やはりユーザの気持ち
が一番大事です！

◼ アンケートの回答もぜ
ひお願いします。

https://fullenergy-oci.connpass.com/


（出典）OCIjp運営事務局撮影の写真


